
第 1４９３回 例会報告  202５年 １０月 １ 日〔水〕12:30～13:30  

本日のプログラム    卓話講師： 黒瀧直昭様 

◆ 点鐘開会         是枝嗣人会長 

◆ ロータリーソング   『国家斉唱・ 奉仕の理想 』 

◆ “4つのテスト”   唱和   土屋 健会場監督 

◆ お客様紹介       是枝嗣人会長 

ゲスト：本日の卓話講師  黒瀧直昭様【東京調布むらさき RC】地区ポリオプラス委員会副委員長 

◆  会長の時間       是枝嗣人会長 

１９年前に独立し、会社を立上げ、たくさんの葬儀のお手伝いをさせて頂きました。当初は荷物の

搬入からすべてに関わり、五年前位からは葬儀の司会のみ行っています。最近の葬儀は家族葬

が多くなり、故人を家族で暖かく、優しい司会でお送りしています。また、大きな会場での社葬は

厳かな司会でお送りします。司会で大事なことはリズムとテンポです。葬儀のリズムは木魚を叩

くリズム、最後まで同じトーンで行う。お祝い事は語尾をあげて、最後に下げると締まる。葬儀は

全体的に語尾を下げます。そんな司会について嬉しい知らせがあります。今年度の地区大会で

当クラブの森川会員が司会を務めることになりました。全会員で応援をしたいと思いますので１００％の出席でお願いい

たします。元々、森川会員は声優、劇団出身です。横浜みなとみらい線駅のアナウンスは森川会員の声です。皆さん横浜

方面にお出かけの際に聞いていただきたいと思います。今月はポリオウィークが【10/19～２６】あります。当クラブでも

飲食店経営の会員の協力で活動を予定していますので宜しくお願いいたします。 

◆  会務報告        成本淳平幹事 

＊ピースウィングRCより、２０１５－１６年度幹事の羽田野二稔会員が９月２０日にご逝去の連絡が届きました。葬儀は家

族葬にて行われました事をお知らせいたします。 

＊地区よりＲＬＩセミナー受講者の追加募集の案内が届いています。参加希望者は事務局までお知らせください。 

＊ロータリークエスト：奉仕・親睦・会員増強などロータリアンとして今取り組んでほしい様々なアクションを“クエスト” 

と言う形で提示シ、クラブ単位で楽しくチャレンジしていただくプログラムです。チラシを各自に配布しましたので、アプリ

をインストールして次なるステージに導いて下さい。ご不明の点は波多野委員に直接聞いていただきたいと思います。 

＊今年度第２７５０地区の地区大会のチラシを配布しました。 2026/2/6,7 本会議：立川ステージガーデン   

懇親会：ホテルエミシア東京立川となっております。司会を森川会員が務めますので予定に入れておいてください。 

９月の理事会報告：①クラブジャンパーの件は継続事項により、見積まちです。②ポリオウィーク 10/19～26  会員の５

店舗のお店でポリオウィークメニューを食べてチャリティーに協力していただく事業、チラシも１０００部作成中です。

10/22 夜間例会 イテル  １８：３０～ 参加を宜しくお願いいたします。③第 1500回例会 11/26・忘年家族例会１

２・１７両例会の会場が決定しましたらお知らせいたします。④２０２６・６ 国際大会・台湾は鴨下国際奉仕委員長に取
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りまとめて頂きますので宜しくお願いいたします。 

◆ 委員会報告           

地区大会実行委員会・後藤委員より 

現在、土屋・森川・後藤の３名が地区へ出向していますが、実行委員会より後５，６名の協力要請の

話がありますのでお声がかかりましたらご協力お願いいたします。 

◆ 出席委員会        後藤委員   

会員数３０名・欠席１０名事前メーク２名  本日の出席率 ６６，６７％ 

◆ 会員記念日  おめでとうございます！ 

【会員夫人誕生日】  渡辺道子さん 10/16 

【会員誕生日】  前田 稔さん   10/20    鴨下敏明さん 10/29 

前田 稔会員から一言：２０日で６５歳になり、年金がもらえる年齢になってしまいました 。年金＋給与が５０万円越える

と越えた額の半分の年金が減らされます。こんなシステムにとても怒りを感じています。 

◆ ニコニコボックス     池田委員                                

是枝、成本会員：黒瀧様本日は卓話をどうぞ宜しくお願いいたします。歴の浅いメンバーにロータリ

ーとポリオのお話を楽しみ、学びの時とさせて頂きます：【大ニコ】 

佐藤 剛会員：黒瀧様、卓話をお引き受けいただきありがとうございます。ポリオについてしっかり

勉強したいと思います。どうぞ宜しくお願いいたします【ニコニコ】    

本日の合計 ７000円  合計２６６０００円 

◆ 本日の卓話     講師紹介：髙井信也会員 

本日はポリオウィークの前にポリオって何！ポリオ根絶までどのくらい！というところを黒瀧副委員長にわかりやすく話

をしていただきます。また、黒瀧副委員長と私の共通点はマラソンで、今週末の味スタにて、財団メンバーで６時間リレー

のイベントに一緒に参加をします。 

卓話講師：黒瀧直昭様  東京調布むらさき RC 地区ポリオプラス委員会副委員長 

本日のテーマ：ポリオについて 

  ポリオ（急性灰白髄炎）は、古代エジプト第 18 王朝の石碑にも描かれているように、長い

歴史を持つ感染症である。主に糞口感染によって広がり、感染者の腸管から排泄されたウィ

ルスが手指や飲食物を介して口から体内に入り、腸管や咽頭粘膜で増殖する。まれに飛沫感

染も起こる。ウィルスはリンパ組織や血液を経て中枢神経に到達し、脊髄前角や脳幹の運動

神経細胞を破壊することで麻痺を引き起こす。感染者の 90〜95％は無症状だが、約 5％が発熱や頭痛などの軽症、

0.1％が麻痺性ポリオを発症し、重症例では呼吸筋麻痺による死亡もある。 

ポリオウィルスは人間のみを自然宿主とし、他の動物には感染しないため、人類が根絶すればウィルスも消滅する。ウ

ィルスは体外では 1〜2 週間しか生存できず、次の宿主を見つけなければ自然に死滅する。血清型は 3 つあり、2 型は

1999年以降報告がなく 2015 年に根絶、3 型は 2012 年以降報告がなく 2019 年に根絶が宣言された。現在残る野

生株は 1型のみ。 

日本では 1910年代から流行が始まり、1940年代後半から 1960年代にかけて全国的な流行が起こった。1947年

に届出伝染病に指定され、調査が開始された。1960 年には患者数が 5,606 人に達し、史上最大の流行となった。アイ

ゼンハワー大統領から鉄の肺が輸送され、人工呼吸器によって多くの命が救われた。1961 年に不活化ワクチンの定期

接種が始まったが、国内製造分では不足し、ソ連・カナダから生ワクチンが緊急輸入された。1964 年には生ワクチンの

予防接種法が施行され、集団接種が進んだ。1981年以降、日本では野生株の検出がなく、2000年にWHOに根絶を

報告した。 

ワクチンには不活化型（注射）と経口生型があり、不活化型は個人防衛に優れるが腸管免疫が弱く、流行抑制には不



向き。経口生ワクチンは集団免疫に有効だが、まれにワクチン由来ポリオウィルス（VDPV）による感染が起こる。これは

弱毒性ワクチン株が腸管内で変異し、神経毒性を持つウィルスに変化することで発症する。世界では年間 200〜500

例が報告されており、580万回の投与に 1例の割合で発症する 

富山県では 1993 年以降、環境水からワクチン由来ウィルスが検出されており、春・秋の定期接種後に限られる傾向

がある。岡山県の調査では、ワクチン未接種の園児が周囲の接種者から二次感染した例も報告された。経口ワクチンは

野生株の人から人への感染を防ぐため、ポリオフリーが宣言されるまで使用される。野生株が終息すれば、不活化ワク

チンのみが使用されるようになる。 

ロータリークラブは 1979年にフィリピンでのワクチン活動からポリオ撲滅運動を開始し、1985年に「ポリオプラス」を

立ち上げた。これはポリオ撲滅と同時に、他の 5 つの感染症（破傷風、はしか、風疹、百日咳、ジフテリア）の予防接種に

もつながる取り組みである。2014年にはインドでポリオ撲滅が達成された。 

日本では2012年に不活化ワクチンへ切り替えられ、2024年にはヒブを加えた5種混合ワクチンが導入された。ワク

チンの温度管理も重要で、生ワクチンは高温・日光に、不活化ワクチンは凍結に弱い。 

近年もイスラエル、マラウィ、モザンビーク、ニューヨークなどで野生株やワクチン由来株による発症が報告されており、

環境水の監視や接種率の維持が重要である。日本の接種率は 97％と高水準を維持している 

ポリオ根絶は人類の英知と協力の象徴であり、天然痘に続く感染症根絶の成功例となる可能性を秘めている。今こそ、

その達成が試されているのである。 

◆ 点鐘閉会               是枝嗣人会長  

 

 

 

 

 

              事 務 所：東京都小金井市本町５－１１－６  伊藤ビル３Ｆ 

ＴＥＬ：０４２－３８７－６６８８  ＦＡＸ：０４２－３８７－８００８ 

例 会 場：東京小金井市本町２－５－４  多摩信用金庫・小金井支店４Ｆ 

会 長: 是枝嗣人   幹 事：成本淳平   会報・プログラム委員長： 保谷 匠 

                    e-mail：sakura-rc@jcom.home.ne.jp   委員：〔副〕江崎・遠藤・岸田・真野 





 


